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論文審査の結果の要旨 

 

１ 研究目的の評価 

本研究は、脳卒中患者の上肢における失行の評価のためのスクリーニング

テストを開発し、その信頼性と妥当性を明らかにしようとしたもので、目的

は十分妥当である。 

 

２ 研究手法に関する評価 

対象は左半球脳卒中患者 65名と年齢、性別、教育歴をマッチさせた健常者

50名であった。スクリーニングテストの開発には、フォーカスグループミー

ティングとデルファイ法を用いた。開発したテスト 10項目の評価者内・評価

者間信頼性は ICC、内的整合性はクロンバックの α 係数を用いて検討し、基

準関連妥当性は 2 つの既存評価との関連によって解析したもので、研究方法

も妥当である。 

 

３ 解析・考察の評価 

評価者内・評価者間信頼性の ICC は、口答指示及び模倣ともに 0.93 以上で

あり、クロンバックの α 係数は口答指示及び模倣ともに 0.8 以上と良好であ

った。基準関連妥当性では 2 つの既存評価との間に 0.7 以上の強い相関が認

められた。開発したテストは上肢の失行評価として有用な評価であると考え

られた。 

 

以上のように、本論文は、脳卒中患者のリハビリテーションに関する研究

に貢献するところが大であり、審査委員は全員一致で博士（医学）の学位に

値するものと判断した。 

 

 

 

 


